
平成29年5月 （Vol. 50） 近畿大学附属農場だより 

『季節の宅配便』 

一粒の米に、万民の労苦を思う。 

 種もみ（①）を播種（いわゆる、種まきのこと）しました。機械で種もみをまいて
（②）、発芽後、緑化するまで育てます。種まきから3週間後、苗（③）になり、よ
うやく水田に植えることができます。 
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